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1. 胃癌て死亡した少年の智j見倒 効果を見たが初感染群よりも小範囲であり効果発現
も速やかである。 4)レ線陰影出現在同時に乾酪化
石橋病理学教室守屋 弘 放に血管変化が高度となる初感染群に対し;l!}f与変化
胃癌は若年者には稀有とされて居るが最近教室で が軽度である再感染群の方が治療効果が大である。 
15才の少年で典型的な胃癌の例を剖見したので報告 の アンゴラ兎は一般家兎より病変が高度である。
ナる。 6) 各薬剤に就では夫々特有の治療効果を示ナ様に
臨床所見: 15才男子， !臨床診断胃癌，本年 4月 思われる。
上旬食後上腹部に激痛，下旬に左上腹部に圧痛性鴎 3. 変形菌の食品中における分布状況z
癌を触れ1/V河合外科に入院， 6/v試験開腹術地
腐敗研究所志賀信雄，鴻 孝義行，転移を伴う胃癌と診断，其後!堕痕次第に指大， 
漸時衰弱加わり 8/官死亡。 余等は日常食品から変形菌の出現頻度を調査した
音IJ見所見: 胃は全般的に壁厚〈粘膜は積出血性 所，鮮介類より 25%内外，食獣肉，野菜，類製品
なるも潰擦はたし，大轡部には著しい転移により塊 では 8"-'4%内外に検出した。その出現した菌型は
状となった大網膜が強き癒着を示し肉眼的には硬性 分類株106株中 (Bergyの ManuaIによる分類〉
癌又は肉腫を思わせる，転移巣は肺肋膜，気管周問 P. vulgaris，P. mirabilis，P.-rettegiは大体同じ出
淋巴腺横隔膜， J腸間膜，小腸の大部，大j場大部分の 現率であ忍が， Bergyに記載されておるような P.
柴膜，キ部分の腹壁腹膜，牌，左副腎等で肝臓には morganiiは検出し得なかった。 P.morganiiの病
転移全く無し，組織学的には胃は単純癌の像を呈ナ 原性の問題を考え合せると，一般日常食品からとの
る粘液細胞癌で淋巴腺は実質は殆どなく癌細胞のみ 菌型が出現したいととは興味がある突事と考える。
で而も強い壊死広汎に認む;肺では血管周囲の淋巴 余等はとれ等の菌も分離ナるのに Sるhgenの変法に
陸に癌細胞が栓塞様，一部限局性肺炎像，肺表面に よるJ骨菌法を採用したが，他の方法より比較的優れ
近い肋膜面にも転移，酔には酔材内被:抱周囲に転移 ているととを認めた。 
有 P。 4. Enterococcusの衛生細菌学的研究
2. 実験的肺結額症に対する化学療法の治療 腐敗研究所佐藤正彦，福原公明
効果の比較
糞便汚染の指標として， Enterococcusが検討され
石橋病理学教室柴岡鶴彦，浜田美誌，品田 隆 て，多くの業績が欧米にああ。余勢はEnterococcus
吾々は嚢に PAS，TBb INAH，に就て実験的家 の検査方法に就て検討したので，その成積を報告す
兎結核症に対ナる治療効果に関して実験成競を発表 る。推定試験用培地に就て， 1) Difco Proteoseを
したが，今回九ト;マイに依る治療実験を行ったので 使用せる AzidDextrose Broth，2)武田 Polypep-
此の 4種類に就き比較検討ナる。実験方法として tonを使用せる AzideDextrose Broth，3) S. F. 
5rngの人型結核菌を経気遣感染せしめ各薬剤を毎 medium，4)柳沢・那須等の提唱する Azid丑sculin 
kg人体適用量の 2.5""，5倍量 (TB lは25""，50倍〉使 Brothの四者の比較検討をイカを検体として実地し
用し治療終了後翌日屠殺剖検した。 1)初感染群に た。 1)の培養基が最もよい成績を示し， .S. F. me-
於では.ストマイは他の薬剤と略同程度の効果を認め diumが最も劣っていた。主た武田 Polypeptonで
た。 2)治療方法としては可及的早期に而も長期間 もりに比較しでそれ程の差異が認められぬ。確定
治療が望室しい。 3)INAHに就き再感染群の治療 試験用培地に於ては空中菌の分布状況その他よれ
